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測定の概要

ハロゲン元素の測定や、マトリックスによる分光干渉を回避した微量分析が可能です。

真空紫外領域波長を用いたICP発光分光分析

Cat.No 3S2J-043-00-120316

●従来の一般的なICP発光分光装置で使用されている波長範囲は160nm以上であり、ハロゲン元素の定量は困難

でした。当社では、真空紫外領域※1（<160nm）の波長を用いることにより、これまで困難であったハロゲン元素の

定量を実現しました。

※1 10～200nm付近の波長ですが、ここでは通常範囲と区別するため<160nmを「真空紫外領域」と表現しています。

【測定事例】

ICP-AES（真空紫外領域測定可能装置）

●真空紫外領域では、定量を妨害するスペクトル線が比較的少ないため、複雑なマトリックスによる分光干渉を回
避できます。そのため、従来では測定困難な微量元素の定量が実施可能です。

（例） Moマトリックス中のSi測定、Niマトリックス中のPb測定 など

【測定事例】

■Niマトリックス中のPb測定

Pb:220.351nmではNiの分光干渉を受け
ますが、真空紫外領域のPb：168.215nm
ではNiの分光干渉がありません。

●真空紫外領域の波長が利用可能な元素は、下表の通りです。これらの元素について、真空紫外領域波長を用い

ることにより微量分析が実施可能※2となりました。
※2 マトリックス及び対象元素により、測定波長などの分析条件の検討が必要となりますので、ご依頼の際に問い合わせ

ください。
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ハロゲン元素測定事例

塩素（Cl） 臭素（Br）

Pb

Ni

LrNoMdFmEsCfBkCmAmPuNpUPaThAc2

LuYbTmErHoDyTbGdEuSmPmNdPrCeLa1

2RaFr

RnAtPoBiPbTlHgAuPtIrOsReWTaHf1BaCs

XeITeSbSnInCdAgPdRhRuTcMoNbZrYSrRb

KrBrSeAsGeGaZnCuNiCoFeMnCrVTiScCaK

ArClSPSiAlMgNa

NeFONCBBeLi

HeH

07B6B5B4B3B2B1B87A6A5A4A3A2A1A


